
現状の水害リスク情報や取組状況の共有

資料－４



（１）現状の水害リスク情報
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過去の被害情報（高瀬川）
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高瀬川において大出水をもたらす降雨は、低気圧によるものと台風の通過に起因するものとが

大部分を占めます。戦前についての洪水の記録は残っていませんが、記録されている既往最高は

昭和33年9月26～27日洪水で流域平均2日雨量は210.4mmに達し未曾有の被害をもたらしています。

平成23年9月22日（前線及び台風15号)

流域平均2日雨量･･･127.2mm 湖水位･･･TP+1.25m(小川原湖総合観測所）



過去の被害情報（高瀬川）

小川原湖は、湖面積が約63km2と広大であることから、出水時における水位上昇、降下は緩やかであ
る反面、高水位が長時間継続する。 （H18.10出水では氾濫注意水位（T.P.1.00ｍ）以上が90時間継続）

湖周辺は低平地で氾濫形態は貯留型、一端、氾濫すると長時間の浸水となる。

出水と強風が重なると湖岸浸食など風浪被害。 H18.10洪水の風浪
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【高瀬川流域平均2日雨量（年最大S1～H26）】
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氾濫シミュレーション
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• 高瀬川河川事務所では、高瀬川水系（５箇所）で堤防の決壊、溢水が発生した場合を想定
した氾濫シミュレーションをホームページで公開（以下の図）。

• 簡単な操作で浸水範囲や浸水深などを確認することが出来ます。

東北町栄沼地区のマークをクリックすると 時間毎に浸水範囲が拡大

１時間後の状況

浸水深最大時の状況

※市町村別では、【高瀬川水系】東北町：3箇所、六ヶ所村：2箇所
URL：http://www.thr.milt.go.jp/takase/simulation/takase.htm
なお、想定最大規模の洪水氾濫シミュレーションについては、５月末公表を予定しています。

破堤地点を 東北町栄沼と想定してクリック

http://www.thr.milt.go.jp/takase/simulation/takase.htm


現状の堤防整備状況
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H18年度完成

H19年度完成

H21年度完成

湖岸堤整備 倉内地区
（左岸） 5.4k～7.3k

S62年度完成

堤防整備 入沼地区
(左岸)24.4k～24.8ｋ

堤防整備 栄沼地区
(右岸)24.2k～24.4ｋ

S62年度完成

堤防整備 旭地区
(右岸)23.0k～24.2ｋ

S58年度完成
堤防整備 沼崎・砂土路地区
(右岸)21.5k～22.4ｋ

S59年度完成

堤防整備 舟ヶ沢地区
(左岸) 15.5k～16.6ｋ

H25年度完成

H25～26耐震対策

湖岸堤整備 中志地区
（左岸） 9.2k～9.7k

湖岸堤整備 田ノ沢地区
（左岸） 13.5k～14.1k

放水路拡幅整備
（右岸） 5.6k～7.02k

○今後は、残事業となっている放水路拡幅整備
を進めていく予定です。

◆堤防整備は平成２６年３月に完成。



重要水防箇所
○堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、水防上特に注意を要する区間を定め、重点的に巡視

が必要な箇所を重要水防箇所として指定し、高瀬川河川事務所ホームページにて公表している。

■堤防高（流下能力） Ａランク　： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、現況の堤防高を越える箇所。
Ｂランク　： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

■堤防断面 Ａランク　： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク　： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

■法崩れ・すべり、漏水 Ａランク　： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク　：　　過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。
　　　　　　 基礎地盤及び堤体の土質等からみて法崩れ・すべりや漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

□補足説明 ※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めています。
　 また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所又は履歴を残すため「要注意区間」として整理しています。
※重要水防箇所については、北上川下流河川事務所HPで公表しています。http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/

凡　例

Ａランク

Ｂランク

（水防上最も重要な区間）

（水防上重要な区間）

7※重要水防箇所については、高瀬川河川事務所HPで公表しています。http//www.thr.milt.go.jp/takase/

※堤防完成によりAランクなし



（２）現状の減災に係る取組状況等
①情報伝達、避難計画等に関する事項
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洪水時における河川事務所からの情報提供等の内容及びタイミング

9

○高瀬川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危
険情報の発表等の洪水予報を実施している。

○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受け
た場合の対応について共有しておく必要がある。

○洪水時に、各受け持ち区間内の基準水位観測所水位を
確認することにより、水防団の水防活動の目安や地域住
民が避難を判断する目安の水位となっているかを確認で
きる情報の提供を行っている。

基準水位観測所と水防受け持ち区間 （高瀬川）

洪水予報の発表

洪水予報の基準となる基準観測所水位

（高瀬川河川事務所と気象庁との共同発表）

（高瀬川河川事務所発表）



避難勧告等の発令基準

○管内直轄区間でタイムラインを策定しているが、地域防災計画で定められた避難勧告発令の基準
に基づいて、より具体的に避難勧告の発令の時期や対象地区を記載する等、より実行力のあるタイ
ムラインに向けて改善を続ける必要がある。

東北町タイムライン（試行版）
平成２６年度作成

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、東北町の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）のイメージ

高瀬川河川事務所 住民等東北町気象・水象情報

水防団待機水位到達
小川原湖水位観測所（水位０．８m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
小川原湖水位観測所（水位１．０m）

第一次防災体制

避難判断水位到達
小川原湖水位観測所（水位１．６５m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
小川原湖水位観測所（水位１．７０m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団指示

第二次防災体制

第三次防災体制

第四次防災体制

○ホットライン

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

避難完了

要配慮者避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見

氾濫発生

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。

○避難が必要な状況が夜間・早朝の
場合は、避難準備情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○連絡要員の配置

○管理職の配置

避難開始

○首長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（指示）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣

◇台風予報-72h

-23h

◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-10h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による避
難指示・避難勧告の受信

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する青森県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

◇台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（青森地方気象台）

最終的な危険回避行動

-19h

-12h

0h

旭、田ノ沢、舟ヶ沢、栄沼地区
避難準備情報

旭、田ノ沢、舟ヶ沢、栄沼地区
避難勧告

旭、田ノ沢、舟ヶ沢、栄沼地区
避難指示

10

※タイムラインについて
は、三沢市・東北町・
六ヶ所村にて試行版
作成済み。想定される
浸水面積の大きい東
北町の例を掲載



住民等への情報伝達の体制や方法

 地域住民が自ら判断し、避難できるよう、小川原湖の水位、ライブカメラ映像、
ハザードマップなどの情報を掲載。

高瀬川河川事務所のＨＰのトップ
画面から「高瀬川防災情報」等を
選択

小川原湖などの河川水位の情報を確認

高瀬川の浸水想定区域図を確認

小川原湖の各はん濫地点での洪水氾濫シュミ
レーションを確認

災害時の避難や、事前の防災対策
に役立つ情報を公開

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄに関する各市町村へのお願い
・地方公共団体のｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｲﾄからのﾘﾝｸ
・広報誌やﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等防災関係資料へ掲示
・防災関係の各種イベントで紹介
・住民への周知 11



（２）現状の減災に係る取組状況等
②水防に関する事項
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河川水位等に係る情報提供

13

〇事務所ホームページ(高瀬川防災情報)にて、国土交通省ホームページ(川の防災情報)にリンクし水位情報、
レーダによる雨域情報など提供している。



河川の巡視

14

○出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川

管理者間で、河川巡視で得られた「河川水位状況」や「堤防変状等」の情報共有等を進める必要がある。

はん濫注意水位を超えた時点から河川巡視に
「状況把握班」を加え、洪水時の河川状況を
把握している。



水防資器材の整備状況

15

○水防管理団体が水防倉庫等に水防資器材を備蓄しているが、河川管理者が持つ資器材も、水防計画に基づき緊急時に提供し
ていく。

○水防団等と河川管理者が連携した水防活動を行うため、資器材の保有状況を共有し、不足した場合の貸与方法について検討
等を進める必要がある。

【水防倉庫位置図】

（高瀬川河川事務所保有）



（２）現状の減災に係る取組状況等
③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

16
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排水施設、排水資機材の操作・運用

17排水ポンプ車台数：４５台

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策用機械について、非常時において遅滞なく配備できる
ように関係市町村との連絡体制を密に行う。

平成27年9月排水状況

鳴瀬川支川多田川米袋排水機場

北上川飯野川橋上流
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